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第135回 日商簿記検定試験 １級 －工業簿記－  解 説  

模範解答・予想配点・解説等は、学校法人高橋学園が独自の見解によって作成しており、検定試験実施機関における本試験の解答並びに出題の
意図を保証するものではありません。なお、予告なしにその内容を変更する場合がございます。ご理解いただいたうえで、ご利用ください。 

 
 

第１問       

問１  材   料     

 前月繰越 31,400 仕掛品   

 

仕掛品a/cへ 

 

 買掛金 63,000 主材料 45,000  

 その他 4,600 買入部品 17,400  

 

  

 製造間接費     

  補助材料 2,500   

  消耗工具器具備品 300 製造間接費a/cへ  

  工場消耗品 2,000   

  棚卸減耗費 100    

  次月繰越 31,700    

  99,000  99,000    

        

  製造間接費     

 材料 4,800 仕掛品 88,000    

*1 直接工間接賃金 3,600 製造間接費配賦差異 2,100 → 問２  

 間接工 1,200  

 

    

 監督者給料 1,600      

 事務職員給料 2,400      

 支払経費 32,000      

 減価償却費 39,100      

 保険料 5,300      

*2 棚卸減耗費 100      

  90,100  90,100    

 *1 直接工の加工時間及び段取時間が直接労務費となり、それ以外は間接労務費。  

 *2 材料の棚卸減耗分は、材料費の定義である物品の消費から外れるため、間接経費となる点に注意。 

       

  製   品     

 前月繰越 64,640 売上原価 170,840 ← 売上高×40％ 

 仕掛品 175,000 次月繰越 68,800    

  239,640  239,640    

・本問において特に難しい論点はないので計算過程は省略する。 


